
日
本
伝
来
資
料
・
絵
画
資
料
か
ら
考
え
る
宋
代
羅
漢
供
の
具
体
相

―
主
に
儀
礼
空
間
・
法
具
・
密
教
儀
礼
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
―

張

名
揚

要
旨聖

僧
信
仰
の
一
部
で
あ
る
羅
漢
信
仰
は
、
唐
代
に
萌
芽
し
、
五
代
十
国
に
展
開
を
み
せ
、
宋
代
に
全
盛
期
を
迎
え
た
。「
羅
漢
供
」
と
し
て
知
ら
れ
る
羅

漢
供
養
の
儀
礼
に
関
す
る
資
料
は
断
片
的
な
も
の
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
文
字
資
料
や
絵
画
資
料
の
断
片
を
博
捜
し
て
い
け
ば
、
羅
漢
供

の
実
相
を
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
羅
漢
信
仰
を
形
成
す
る
要
素
の
う
ち
、
羅
漢
が
住
ま
う
と
さ
れ
る
天
台
山
の
石
橋
と
、
石
橋
で
行
わ
れ
た
羅
漢
供
に
言
及
す
る

文
献
を
検
討
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」な
ど
の
絵
画
資
料
や
、
平
信
範（
一
一
一
二
～
一
一
八
七
）の『
兵
範
記
』の
羅
漢
供
に

関
す
る
記
述
な
ど
を
併
せ
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
宋
代
の
羅
漢
供
を
行
う
際
に
、
儀
礼
空
間
の
東
西
に
羅
漢
図
を
配
置
す
る
こ
と
、
供
物
は
羅
漢
の
人
数
分

を
用
意
す
る
こ
と
、
法
具
の
色
は
朱
色
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
入
宋
僧
・
成
尋
（
一
〇
一
一
～
一
〇
八
一
）
が
天
台
山
に
お
い
て
、
密

教
的
な
「
鈴
杵
真
言
」
で
羅
漢
の
供
養
を
行
う
こ
と
、
羅
漢
供
と
密
教
星
供
の
代
表
的
な
供
物
が
い
ず
れ
も
茶
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
羅
漢
信
仰
と
密
教
信
仰

と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
試
論
し
た
。

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所「
年
報
」第
四
十
四
号（
二
〇
二
五
年
三
月
三
〇
日
）
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Specific Aspects of Song Dynasty Arhats Based on Japanese Materials and 
Painting Materials: Focusing on the Relationship Between Ritual Spaces, Ritual 

Tools, and Esoteric Rituals

CHANG MINGYANG

The belief in arhats 羅 漢 , which forms part of the broader veneration of holy 
monks 聖 僧 , originated during the Tang dynasty, developed further through the 
Five Dynasties and Ten Kingdoms period, and reached its peak during the Song 
dynasty. The ritual of offering to arhats, known as arhat rituals 羅 漢 供 , has left 
only fragmentary evidence from the Song dynasty. Nonetheless, by examining these 
surviving written and pictorial materials, it is possible to reconstruct the actual 
practices and customs associated with arhat rituals.
This article begins by reviewing literature related to the stone bridge 石 橋 on 
Mount Tiantai 天台山, which is believed to be the residence of the arhats, as well as 
the arhat rituals performed there, elements central to the belief in arhats. Building 
on this foundation, the study employs pictorial materials such as the “Five Hundred 
Arhats Paintings” 五百羅漢図 preserved at Daitokuji Temple 大徳寺 , alongside 
Taira no Nobunori’s 平信範 (1112 － 1187) Hyōhanki 兵範記 , which provides detailed 
descriptions of arhats. By comparing these resources, this article explores specific 
aspects of arhat rituals, and concludes that during the Song dynasty, when arhat 
rituals were conducted, arhat paintings were placed on the east and west sides of 
the ritual space, offerings were prepared in accordance with the number of arhats, 
and vermilion was emphasized as the color of the ritual implements. Furthermore, 
it examines the correlation between arhat beliefs and esoteric Buddhist practices, 
highlighting that the monk Jōjin 成 尋 (1011 － 1081), during his travels to Song 
China，performed offerings to arhats on Mount Tiantai employing esoteric ritual 
instruments such as the Vajra Bell 鈴 and Vajra Pestle 杵 , as well as mantras 真
言 . This research also underscores the role of tea, a common offering in both arhat 
rituals and esoteric star offerings, to further elucidate the relationship between 
arhat beliefs and esoteric Buddhist traditions.
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は
じ
め
に

聖
僧
信
仰
の
一
部
で
あ
る
羅
漢
信
仰
は
、
唐
代
に
端
を
発
し
、
五
代
十
国
に
発
展
し
、
宋
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
と
さ
れ
て
い
る
一
。

羅
漢
を
供
養
す
る
儀
礼
の
こ
と
を
「
羅
漢
供
」
と
い
う
が
、
現
存
す
る
宋
代
の
羅
漢
供
資
料
は
断
片
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー
ム
氏
が
「
士
大
夫
に
よ
る
儀
礼
の
賛
文
や
疏
文
、
僧
侶
の
日
誌
の
文
章
、
後
世
の
清
規
に
お
け
る
規
定
か
ら
、
全

般
的
な
儀
礼
の
輪
郭
が
把
握
で
き
る
」
二
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
断
片
的
な
文
字
資
料
や
絵
画
資
料
を
渉
猟
す
る
こ
と
で
、
羅
漢
供
の

実
際
や
作
法
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
羅
漢
信
仰
を
形
成
す
る
要
素
の
う
ち
、
羅
漢
の
居
処
と
さ
れ
る
天
台
山
の
石
橋
と
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
羅
漢
供
に
言

及
す
る
文
献
を
概
観
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
大
徳
寺（
京
都
市
北
区
）伝
来「
五
百
羅
漢
図
」な
ど
の
絵
画
資
料
や
、
羅
漢
供
に
つ
い
て
詳
述

さ
れ
る
平
信
範（
一
一
一
二
～
一
一
八
七
）の『
兵
範
記
』と
対
照
す
る
こ
と
で
、
羅
漢
供
の
具
体
相
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
入
宋
僧
・
成
尋

（
一
〇
一
一
～
一
〇
八
一
）が
天
台
山
に
お
い
て
密
教
的
な「
鈴
杵
真
言
」で
羅
漢
を
供
養
す
る
こ
と
や
、
羅
漢
供
と
密
教
星
供
が
と
も
に
茶

を
代
表
的
な
供
物
と
す
る
こ
と
か
ら
、
羅
漢
信
仰
と
密
教
信
仰
の
交
渉
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
石
橋
の
羅
漢
供

中
国
浙
江
省
天
台
県
に
位
置
す
る
天
台
山
は
、孫
綽（
三
一
四
～
三
七
一
）の「
遊
天
台
山
賦
并
序
」に「
天
台
山
者
、蓋
山
嶽
之
神
秀
者
也
。

渉
海
則
有
方
丈
蓬
莱
、
登
陸
則
有
四
明
天
台
。
皆
玄
聖
之
所
游
化
、
霊
仙
之
所
窟
宅
（
天
台
山
は
、
山
岳
の
う
ち
神
聖
で
秀
麗
な
も
の
で

あ
る
。
海
へ
出
れ
ば（
仙
人
が
住
む
と
い
わ
れ
る
）方
丈
と
蓬
莱
が
あ
り
、
陸
へ
登
れ
ば（
霊
山
で
あ
る
）四
明
山
と
天
台
山
が
あ
る
。
こ
れ
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ら
は
み
な
奥
深
い
道
を
体
得
し
た
聖
人
が
遍
歴
し
て
教
化
を
行
う
場
所
で
、霊
妙
な
仙
人
が
こ
も
る
邸
宅
で
あ
る
）」、「
王
喬
控
鶴
以
沖
天
、

応
真
飛
錫
以
躡
虚（
王
喬
は
鶴
に
乗
っ
て
大
空
に
の
ぼ
り
、
羅
漢
は
錫
杖
を
飛
ば
し
て
虚
空
を
歩
く
）」（『
文
選
』巻
一
一
所
収
）と
あ
る
よ

う
に
、
早
く
か
ら
諸
々
の
神
仙
や「
応
真
」と
も
呼
ば
れ
る
羅
漢
の
住
ま
う
霊
山
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

中
唐
期
に
な
る
と
、
道
士
・
徐
霊
府
の「
天
台
山
記
」（『
大
正
蔵
』巻
五
一
所
収
三
）に
、

①
至
石
橋
、
頭
有
小
亭
子
。
石
橋
色
皆
清
、
長
七
丈
、
南
頭
闊
七
尺
、
北
頭
闊
二
尺
、
竜
形
亀
背
、
架
万
仞
之
壑
。
上
有
両
澗
、
合

流
従
橋
下
過
、
泄
為
瀑
布
、
西
流
出
剡
県
界
。
従
下
仰
視
、
若
晴
虹
之
飲
澗
。
橋
勢
崟
峭
、
水
声
崩
落
。
時
有
過
者
目
眩
心
悸
。
今

遊
人
所
見
者
正
是
此
四
橋
也
。
是
羅
漢
所
居
之
所
也（
一
〇
五
五
上
）。

（
石
橋
に
至
る
と
、
そ
の
ほ
と
り
に
小
さ
な
亭
が
あ
る
。
石
橋
は
全
体
的
に
清
ら
か
な
色
を
し
て
お
り
、
長
さ
七
丈
、
南
側
の
ほ
と

り
の
広
さ
は
七
尺
、
北
側
の
ほ
と
り
の
広
さ
は
二
尺
、
竜
の
よ
う
な
形
、
ま
た
亀
の
背
中
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
万
仞
の
深
さ

の
谷
に
架
か
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
は
二
つ
の
川
が
あ
り
、
合
流
し
て
石
橋
の
下
か
ら
流
れ
落
ち
、
瀑
布
と
な
り
、
西
に
向
か
っ
て

剡
県
の
県
境
へ
流
れ
出
る
。
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
と
、
ま
る
で
雨
上
が
り
に
虹
が
川
の
水
を
飲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
橋
の
様

子
は
高
く
険
し
く
、
水
の
音
が
崩
れ
落
ち
る
よ
う
に
響
い
て
い
る
。
こ
こ
を
渡
る
者
は
め
ま
い
が
し
た
り
心
の
鼓
動
が
激
し
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
、
遊
覧
す
る
人
々
が
見
て
い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
橋
で
あ
る
。
こ
れ
が
羅
漢
の
住
ま
う
場
所
で

あ
る
。）

と
あ
り
、
具
体
的
に
羅
漢
の
居
処
を
天
台
山
の「
石
橋
」と
し
て
い
る
。「
石
橋
」は
、
初
唐
の
李
善
の『
文
選
』注
に
よ
れ
ば
、
孫
綽
の「
遊

天
台
山
賦
并
序
」に
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
五
が
、
羅
漢（
応
真
）と
の
関
わ
り
は
見
出
せ
な
い
。「
天
台
山
記
」の
よ
う
に
羅
漢
が
石
橋
に
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住
ま
う
と
さ
れ
た
の
は
、
劉
淑
芬
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
東
晋
の
竺
曇
猷
が
天
台
山
の
石
橋
を
渡
り
、
神
僧
に
出
会
っ
た
伝
説
を

も
と
に
、
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
六
。

宋
代
に
な
る
と
、
成
尋
が
中
国
を
訪
れ
、
そ
の『
参
天
台
五
臺
山
記
』七
延
久
四
年（
一
〇
七
二
）五
月
十
八
日
条
に
は
、
さ
ら
に
石
橋
の

形
状
と
羅
漢
の
供
養
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

次
参
石
橋
、
路
坂
造
廊
廿
余
間
。
①
過
廊
至
石
橋
頭
亭
子
、
五
間
大
屋
也
。
公
家
毎
年
供
養
五
百
羅
漢
舍
也
。
先
向
山
礼
拝
焼
香
供

養
五
百
羅
漢
、
次
至
橋
頭
焼
香
礼
拝
。
②
橋
色
皆
青
、
向
長
七
丈
許
、
東
頭
闊
二
尺
、
西
頭
闊
七
尺
。
竜
形
亀
背
似
亘
虹
梁
。
両
澗

舎マ
マ

流
、
従
橋
下
過
、
世マ

マ

為
瀑
布
、
西
流
出
剡
県
界
。
従
下
仰
観
、
若
晴
虹
之
飲
澗
。
橋
勢
嶋
嶮

 

、
滝
声
如
雷
。
橋
西
頭
二
丈
許
、

厳
高
一
丈
。
自
非
得
通
人
、
敢
不
可
過
。
近
代
之
人
至
橋
中
半
称
渡
石
橋
、
最
奇
恠
也
。

（
次
に
石
橋
に
向
か
う
と
、
そ
の
途
中
の
坂
道
に
は
二
十
余
間
ほ
ど
の
廊
が
作
ら
れ
て
い
る
。
廊
を
通
過
し
て
石
橋
の
ほ
と
り
に
あ

る
亭
に
着
く
と
、五
間
ほ
ど
の
大
き
な
屋
舎
が
あ
る
。
そ
れ
は
朝
廷
が
毎
年
五
百
羅
漢
を
供
養
す
る
屋
舎
で
あ
る
。
ま
ず
山
に
向
か
っ

て
礼
拝
焼
香
し
、
五
百
羅
漢
の
供
養
を
行
い
、
次
に
石
橋
の
ほ
と
り
に
行
き
、
焼
香
礼
拝
し
た
。
石
橋
は
全
体
が
青
く
、
長
さ
は
七

丈
ほ
ど
、
東
側
の
ほ
と
り
の
広
さ
は
二
尺
、
西
側
の
ほ
と
り
の
広
さ
は
七
尺
で
あ
っ
た
。
竜
の
よ
う
な
形
、
ま
た
亀
の
背
中
の
よ
う

な
形
で
あ
り
、
虹
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
二
つ
の
川
が
合
流
し
て
、
橋
の
下
か
ら
流
れ
落
ち
、
瀑
布
と
な
り
、

西
に
向
か
っ
て
剡
県
の
県
境
へ
流
れ
出
る
。
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
と
、
ま
る
で
雨
上
が
り
に
虹
が
川
の
水
を
飲
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
橋
の
様
子
は
高
く
険
し
く
、
滝
の
音
は
雷
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
石
橋
の
西
側
の
ほ
と
り
は
二
丈
ほ
ど
、
岩
の
高
さ
は
一
丈
で

あ
っ
た
。
神
通
力
を
得
た
人
で
な
け
れ
ば
、
渡
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
近
年
、
石
橋
を
半
分
ほ
ど
し
か
渡
れ
な
く
て
も
石
橋
を
渡
っ

た
と
い
う
の
は
、
非
常
に
お
か
し
い
。）



― 10 ―

こ
の
記
述
の
う
ち
、
石
橋
の
形
状
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分（
傍
線
部
②
）は
、
前
掲「
天
台
山
記
」の
引
用（
点
線
部
①
）と
考
え
ら
れ
、「
天

台
山
記
」
の
日
本
伝
来
と
流
布
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
参
考
と
な
る
八
。
羅
漢
の
供
養
に
つ
い
て
述
べ
る
部
分
、
す
な
わ
ち
石
橋
付
近

の「
五
間
の
大
屋
」は「
公
家
」が「
毎
年
」羅
漢
を
供
養
す
る
場
所
と
し
て
い
る（
傍
線
部
①
）こ
と
か
ら
は
、
当
時
の
北
宋
政
府
が
行
う
石
橋

の
羅
漢
供
は
す
で
に
慣
習
化
さ
れ
て
お
り
、
依
拠
す
べ
き
作
法
も
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
五
百
羅
漢
を
供
養
す
る「
舎
」は「
五

間
大
屋
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
公
家
」の
羅
漢
供
は
室
内
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、「
先
ず
山
に
向
か
ひ
て
礼
拝
し
五
百
羅
漢
を

焼
香
供
養
す
。
次
に
橋
頭
に
至
り
焼
香
礼
拝
す
」
と
い
う
一
連
の
行
為
は
、
成
尋
を
含
む
当
時
の
石
橋
へ
の
来
訪
者
が
よ
く
行
っ
て
い
た

儀
礼
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

五
月
十
八
日
に
成
尋
は
石
橋
を
訪
れ
、
羅
漢
を
供
養
し
た
が
、
次
の
記
述
に
よ
る
と
、
翌
十
九
日
に
再
び
石
橋
で
羅
漢
を
供
養
し
た
よ

う
で
あ
る
。

辰
時
参
石
橋
、
以
茶
供
羅
漢
、
五
百
十
六
坏
。
以
鈴
杵
真
言
供
養
。
知
事
僧
驚
来
告
、
茶
八
葉
蓮
花
文
、
五
百
余
坏
有
花
文
。
知
事

僧
合
掌
礼
拝
、
小
僧
寔
知
、
羅
漢
出
現
受
大
師
茶
供
、
現
霊
瑞
也
者
。

（
辰
の
刻
に
石
橋
に
行
き
、
五
百
十
六
杯
の
茶
を
羅
漢
に
捧
げ
た
。
鈴
杵
真
言
で
供
養
し
た
。
知
事
の
僧
が
驚
い
て
や
っ
て
来
て「
茶

に
八
葉
蓮
華
紋
が
現
れ
て
い
ま
す
、
五
百
杯
あ
ま
り
の
茶
に
花
の
文
様
が
現
れ
て
い
ま
す
」
と
告
げ
た
。
知
事
の
僧
は
合
掌
礼
拝
し

て「
わ
た
く
し
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
、
羅
漢
が
現
れ
、
大
師
の
茶
供
を
受
け
、
祥
瑞
を
起
こ
し
た
こ
と
が
」と
言
っ
た
。）

こ
の
記
述
は
、
成
尋
が
五
百
十
六
杯
の
茶
を
供
物
と
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、『
参
天
台
五
臺
山
記
』
の
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
五
月

十
三
日
条
に
は
、
国
清
寺
の
勅
羅
漢
院
に「
十
六
羅
漢
等
身
木
像
・
五
百
羅
漢
三
尺
像
」が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
像
は「
毎
前
有
茶
器（
一
つ
一
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つ
の
像
の
前
に
茶
器
が
置
か
れ
て
い
る
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
尋
が
羅
漢
に
茶
を
捧
げ
る
の
は
、
当
時
の
慣
習
に
従
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。「
五
百
十
六
坏
」
と
い
う
数
も
、
国
清
寺
の
勅
羅
漢
院
に
十
六
羅
漢
像
と
五
百
羅
漢
像
が
並
置
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
計

五
百
十
六
人
の
羅
漢
を
供
養
対
象
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

羅
漢
を
供
養
し
た
後
、
茶
に
現
れ
た「
八
葉
蓮
花
文
」は
、
羅
漢
が
供
養
を
受
け
た
祥
瑞
と
さ
れ
、「
乳
花
」と
も
い
う
。
羅
漢
信
仰
に
お

け
る「
乳
花
」は
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
資
料
に
現
れ
九
、
ま
た「
乳
花
」が
発
生
す
る
の
は
、
宋
代
に
お
け
る
代
表
的
な
喫
茶
法
、
す
な

わ
ち
点
茶
法
（
茶
の
粉
末
に
湯
を
か
け
て
攪
拌
し
て
飲
む
方
法
）
一
〇
に
よ
っ
て
調
理
さ
れ
た
茶
以
外
に
は
考
え
が
た
い
こ
と
か
ら
、
羅
漢

を
茶
で
供
養
す
る
儀
礼
は
、
宋
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
成
尋
以
後
、
栄
西（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）な
ど
の
日
本
人

僧
侶
も
天
台
山
を
訪
れ
、
茶
で
羅
漢
を
供
養
し
た
。
た
と
え
ば
虞
樗
が
宝
慶
元
年（
一
二
二
五
）に
記
し
た
、
現
存
最
古
の
栄
西
伝
に
属
す

る「
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
」一
一
に「
礼
石
橋
羅
漢
、
瀹
茶
現
花（
石
橋
の
羅
漢
を
礼
拝
し
、
茶
を
煮
る
一
二
と
花
の
文
様
が
現
れ
た
）」と

あ
る
の
が
、
そ
の
記
録
の
一
つ
で
あ
る
一
三
。
こ
の
よ
う
に
、
複
数
の
入
宋
僧
が
天
台
山
の
石
橋
で
羅
漢
を
供
養
し
、
ま
た「
日
本
国
千
光

法
師
祠
堂
記
」
に
も
祥
瑞
が
現
れ
た
と
い
う
類
似
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
台
山
の
羅
漢
信
仰
は
当
時
中
国
内
外
と
も
に
よ

く
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
供
物
と
し
て
は
、
茶
が
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
四
。

羅
漢
の
供
養
は
、
必
ず
し
も
天
台
山
と
い
う
場
所
、
ま
た
朝
廷
や
寺
院
な
ど
が
主
催
で
あ
る
と
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
が

自
宅
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
一
五
。
蘇
軾（
一
〇
三
六
～
一
一
〇
一
）の「
十
八
大
羅
漢
頌
」の「
跋
尾
」（『
東
波
後
集
』巻
二
十
所
収
）に

「
軾
家
蔵
十
六
羅
漢
像
、
毎
設
茶
供
、
則
化
為
白
乳
、
或
凝
為
雪
花
桃
李
芍
薬
。
僅
可
指
名（
私
、
蘇
軾
の
家
に
は
十
六
羅
漢
の
像
が
あ
り
、

茶
供
を
行
う
た
び
に
、（
供
物
と
し
て
の
茶
が
）白
い
ミ
ル
ク
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
結
ぼ
れ
て
雪
の
花
や
桃
の
花
、
李
の
花
、

芍
薬
の
文
様
に
な
っ
た
り
す
る
。
私
は
そ
れ
を
た
だ
指
さ
し
て
名
前
を
言
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
）」と
あ
り
、
前
掲『
参
天
台
五
臺
山
記
』

や「
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
」と
同
じ
く
、
茶
に
現
れ
る
祥
瑞
に
言
及
し
て
お
り
、
宋
代
の
羅
漢
供
に
お
い
て
茶
が
重
要
な
存
在
で
あ
っ
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た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た「
軾
家
十
六
羅
漢
像
を
蔵
す
」と
あ
る
か
ら
、
儀
礼
を
行
う
際
に
は
羅
漢
像
が
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
羅
漢
像
を
使
う
茶
供
は
、
前
掲『
参
天
台
五
臺
山
記
』五
月
十
三
日
条「
勅
羅
漢
院
」中
の
羅
漢
像
の「
前
毎
に
茶
器
有
り
」と
い
う
記
述

と
一
致
し
て
お
り
、
羅
漢
像
と
茶
の
使
用
が
、
宋
代
中
国
の
羅
漢
供
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
大
徳
寺
伝
来
「
五
百
羅
漢
図
」
と
『
兵
範
記
』
に
見
え
る
羅
漢
供

羅
漢
供
に
つ
い
て
描
写
す
る
資
料
と
し
て
、
絵
画
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
南
宋
期
に
製
作
さ
れ
た
、
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」一
六

の
う
ち
、「
羅
漢
会
」（
第
一
号
。
図
１
）
と
題
す
る
一
幅
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。
本
章
で
は
こ
の
画
幅
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
ほ
か

の
絵
画
資
料
や
日
本
撰
述
資
料
と
対
照
し
な
が
ら
、
中
国
に
お
け
る
羅
漢
供
の
様
相
、
そ
し
て
そ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
に
し
た
い
。

大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」の
う
ち
、
羅
漢
供
を
主
題
と
し
た「
羅
漢
会
」（
以
下
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」）は
、
画
面
向
か
っ
て
左
上

に
雲
に
乗
っ
た
五
人
の
羅
漢
、
下
方
に
羅
漢
を
勧
請
す
る
導
師（
僧
侶
）一
名
と
、
官
員
二
名
と
そ
の
眷
属
と
思
わ
れ
る
人
々
が
描
か
れ
て

い
る
。
柄
香
炉
を
手
に
持
ち
勧
請
す
る
導
師
の
前
に
は
台
が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
は
白
磁
香
炉
、
両
側
に
は
白
磁
花
瓶
が
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
画
面
中
央
、
雲
に
乗
る
羅
漢
の
右
下
に
は
、
羅
漢
図
と
そ
の
前
に
並
べ
ら
れ
る
供
物
、
そ
し
て
準
備
に
勤
し
む
人
達
の
姿
が
見
え

て
い
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
た
よ
う
な
形
式
の
羅
漢
供
は
、
日
本
で
も
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
日

本
撰
述
資
料
と
、
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。『
兵
範
記
』の
記
述
を
見
な
が
ら
、
考
え
て
み
た
い
。
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（
一
）儀
礼
空
間

『
兵
範
記
』一
七
に
は
、
仁
平
二
～
四
年（
一
一
五
二
～
一
一
五
四
）に
行
わ
れ
た
羅
漢
供
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
特
に
仁
平
二
年
十

月
十
二
日
の
条
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
羅
漢
供
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
高
陽
院（
藤
原
泰
子
。
一
〇
九
五
～
一
一
五
五
）が
宮
中
で

営
む
羅
漢
供
の
荘
厳
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

①
寝
殿
母
屋
中
央
立
仏
台
三
脚
、
奉
懸
釈
迦
三
尊
。
同
東
西
棟
分
戸
并
障
子
面
等
、
奉
懸
羅
漢
各
八
舗
（
注
：
立
幔
代
木
、
又
横
渡

懸
之
）。
北
母
屋
際
戸
中
間
柱
面
又
懸
二
舗
、
都
合
十
八
舗
。
前
立
置
花
机
。
三
尊
前
同
立
花
机
三
前
。
当
中
尊
前
、
立
前
机
礼
盤

等
如
常
。
礼
盤
東
南
方
敷
半
帖
一
枚
、
為
祭
文
師
座
。
南
庇
仏
面
東
西
間
、
敷
高
麗
端
敦
半
帖
六
枚
、
為
僧
座
。
其
前
立
経
机
五
前

（
注
：
導
師
座
前
、
不
立
之
）、
置
安
法
華
経
六
部
、
南
簀
子
敷
。
②
仏
面
東
西
間
立
黒
漆
棚
各
一
脚
、
備
居
饌
物
各
九
前（
注
：
飯
汁
、

小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物
二
種
、
箸
台
并
箸
匕
等
前
別
如
此
。
①
朱
器
見
于
前
々
記
録
。
前
一
両
日
調
進
人
請

取
之
調
進
之
）。
其
棚
下
階
居
茶
瓶
子
各
一
口
、
手
巾
（
注
：
置
折
敷
）
各
一
帖
、
手
洗
楾
各
一
具
等
。
当
仏
面
立
花
机
三
前
、
居
三

尊
仏
供
三
前
并
香
花
灯
明
等
（
注
：
押 

 

舌
、
有
浮
灯
心
）。
棚
西
間
敷
高
麗
端
帖
三
枚
、
為
公
卿
座
。
南
庭
梅
樹
下
敷
小
筵
立
案
、

置
御
誦
経
物
一
裏（
注
：
絹
十
疋
、
有
諷
誦
文
）。
御
堂
西
面
懸
鐘
如
例
。

（
寝
殿
の
母
屋
の
中
央
に
仏
台
三
脚
を
立
て
、
釈
迦
三
尊
像
を
掛
け
る
。
同
じ
母
屋
の
東
西
の
棟
分
け
戸
な
ら
び
に
障
子
な
ど
の
と

こ
ろ
に
羅
漢
図
各
八
舗
を
掛
け
る（
注
：
屏
障
具
に
使
用
さ
れ
る
木
を
立
て
横
に
渡
し
て
掛
け
る
）。
母
屋
の
北
側
の
戸
の
と
こ
ろ
の

中
間
の
柱
面
に
ま
た
二
舗
を
掛
け
る
と
、
合
計
十
八
舗
と
な
る
。
そ
の
前
に
花
机
を
立
て
る
。
三
尊
の
前
に
も
同
じ
く
花
机
三
脚
を

立
て
る
。
中
尊
の
前
に
は
、
前
机
と
礼
盤
な
ど
を
立
て
る
の
は
い
つ
も
通
り
で
あ
る
。
礼
盤
の
東
南
方
に
半
帖
一
枚
を
敷
き
、
祭
文

師
の
座
と
す
る
。
南
庇
の
、
仏
像
の
面
す
る
東
西
の
間
に
は
、
高
麗
端
敦
一
八
の
半
帖
六
枚
を
敷
き
、
僧
侶
の
座
と
す
る
。
そ
の
前



― 14 ―

に
経
机
五
脚
を
立
て（
注
：
導
師
の
前
に
は
、
立
て
な
い
）、
法
華
経
六
部
を
置
き
、
そ
の
南
は
簀
子
敷
で
あ
る
。
仏
像
の
面
す
る
東

西
の
空
間
に
そ
れ
ぞ
れ
黒
漆
の
棚
を
一
脚
ず
つ
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
九
組
の
食
物
を
備
え
て
お
く
（
注
：
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子

二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物
二
種
、
箸
台
お
よ
び
箸
、
匙
な
ど
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
に
分
け
て
お
く
。
朱
器
に
つ
い
て
は
以
前
の
記

録
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
一
、二
日
前
に
調
進
担
当
の
人
が
受
け
取
っ
て
調
進
す
る
）。
そ
の
棚
の
下
の
段
に
茶
瓶
子
各
一
つ
、

手
巾（
注
：
折
敷
に
置
く
）各
一
枚
、
手
を
洗
う
た
ら
い
各
一
具
な
ど
を
置
く
。
仏
像
の
前
に
花
机
三
脚
を
立
て
、
三
尊
の
供
物
三
組

お
よ
び
香
・
花
・
灯
明
な
ど
を
供
え
る（
注
：（
花
机
に
）飾
金
具
を
施
し
、（
灯
明
に
）灯
心
を
浮
か
べ
る
）。
棚
の
西
の
と
こ
ろ
に
高

麗
端
の
帖
三
枚
を
敷
き
、
公
卿
の
座
と
す
る
。
南
の
庭
の
梅
の
木
の
下
に
小
筵
を
敷
い
て
机
を
立
て
、
誦
経
祈
祷
の
御
礼
一
部
を
置

く（
注
：
絹
十
疋
、
ま
た
諷
誦
文
が
あ
る
）。
御
堂
の
西
に
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
鐘
を
掛
け
る
。）

ま
ず
傍
線
部
①
に
つ
い
て
、「
奉
懸
」さ
れ
る「
羅
漢（
図
）」は「
都
合
十
八
舗
」と
あ
る
た
め
、
十
八
羅
漢
を
供
養
す
る
法
会
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
一
九
。「
釈
迦
三
尊
」と「
東
西
」に「
羅
漢
各
八
舗
」を
掛
け
る
と
い
う
の
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
に
製
作
さ
れ
た
班
鳩
寺（
揖
保
郡

太
子
町
）所
蔵「
釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
図
」の
尊
者
名
の
題
記
に
、そ
れ
ぞ
れ「
東
」「
西
」の
文
字
が
見
え
る
こ
と
と
合
致
し
て
い
る
。本
作
は
、

『
兵
範
記
』に
記
さ
れ
た
よ
う
な
羅
漢
供
に
お
い
て
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
二
〇
。
こ
の
よ
う
な「
東
西
」に
掛
け
ら
れ

る
羅
漢
図
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」を
見
る
と
、
中
尊
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
勧
請
の
導
師
の
周
り
に
羅
漢
図
は
無
く
、

画
面
右
上
の
二
幅
の
羅
漢
図
が
ま
る
で
別
空
間
に
あ
る
よ
う
な
構
図
は
、『
兵
範
記
』の「
北
母
屋
の
際
戸
の
中
間
柱
面
に
又
二
舗
を
懸
」け
、

そ
の
南
に
導
師
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は「
同
じ
東
西
の
棟
分
戸
并
び
に
障
子
面
等
に
羅
漢
各
八
舗
を
奉
懸
」す
る
と
い
う
中
央
以

外
に
羅
漢
図
を
配
置
し
て
い
る
点
に
共
通
性
が
見
出
せ
る
。
ま
た
、
羅
漢
供
を
主
題
と
し
て
は
い
な
い
が
、『
参
天
台
五
台
臺
山
記
』延
久

四
年
五
月
十
八
日
条
に「
白
道
猷
尊
者
」像
の
置
か
れ
る
堂
の「
三
面
」に「
十
六
羅
漢
画
像
」が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
、
ま
た
九
月
二
十
一
日
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条
に
は
泗
州
の
普
照
王
寺
の
鍾
楼
の「
左
右
壁
辺
」に「
三
尺
十
六
羅
漢
像
」が
鎮
座
し
て
い
る
と
、
延
久
五
年
三
月
九
日
条
に
は
成
尋
が
見

学
し
た
北
宋
宮
中
の
瑶
津
亭
に「
弥
陀
五
尊
」を
中
心
に「
東
西
各
八
舗
」の「
十
六
羅
漢
」像
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り『
兵
範
記
』

の「
東
西
」の
羅
漢
図
が
想
起
さ
れ
る
。
特
に
五
月
十
八
日
条
の
羅
漢
図
が
堂
の
三
面
に
懸
か
る
と
い
う
記
述
は
、『
兵
範
記
』の
東
西
に
加

え
北
側
に
も
羅
漢
図
を
掛
け
る
と
い
う
記
述
と
一
致
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

傍
線
部
②
で
は
、「
仏
の
面
す
る
東
西
の
間
」、
つ
ま
り
釈
迦
三
尊
の
東
西
に
掛
か
る
羅
漢
図
の
あ
る
空
間
に「
黒
漆
棚
」を
一
脚
ず
つ
置

き
、
そ
こ
に「
饌
物
」の「
飯
汁
、
小
豆
、
茶
煎
、
菓
子
二
種
、
菜
四
種
、
窪
坏
物
二
種
、
箸
台
并
び
に
箸
匕
等
」を「
各
九
前
」、
東
西
分
を

合
わ
せ
て
計
十
八
組
用
意
す
る
と
あ
る
。「
朱
器
見
于
前
々
記
録
」（
点
線
部
①
）の「
朱
器
」は
、「
饌
物
各
九
前
」の
注
の
部
分
に
記
さ
れ

て
お
り
、「
各
九
前
」の「
饌
物
」を
盛
る
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は「
饌
物
」の
数
量
に
注
目
し
た
い
。
十
八
羅
漢
を
供
養
す
る

法
会
で
あ
る
か
ら
、「
各
九
前
」と
い
う
の
は
人
数
分
の
供
物
と
食
器
と
推
察
さ
れ
、
や
は
り「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」の
構
図
と
の
一
致
が
認

め
ら
れ
る
。「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」を
見
る
と
、
画
面
中
ほ
ど
の
右
に
描
か
れ
る
二
幅
の
羅
漢
図
、
い
わ
ゆ
る「
画
中
画
」に
は
、
い
ず
れ
も

複
数
の
僧
形
の
人
物
が
見
ら
れ
る
が
、
光
背
を
伴
う
の
は
一
人
の
み
で
あ
る
二
一
。
ま
た
、
二
幅
の
羅
漢
図
の
前
方
に
置
か
れ
る
供
物
は
、

二
組
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
光
背
を
有
す
る
人
物
が
、
そ
の
前
に
置
か
れ
た
供
物
を
捧
げ
る
対
象
で
あ
れ
ば
二
二
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」

も
『
兵
範
記
』
同
様
、
羅
漢
供
で
は
人
数
分
の
供
物
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
前
掲
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
の
延
久
四
年
五
月

十
三
日
条
に
、
羅
漢
像
の「
前
毎
」に
茶
器
が
あ
る
と
い
う
記
述
と
も
一
致
し
て
い
る
。

（
二
）朱
色
の
茶
碗

「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」を
見
る
と
、
右
側
中
ほ
ど
で
供
物
を
準
備
す
る
四
名
の
う
ち
、
一
人
は
朱
色
の
茶
碗
を
手
に
持
っ
て
お
り
、
ま
た

彼
ら
の
後
方
の
黒
い
机
に
は
、
同
じ
く
朱
色
の
茶
碗
が
置
か
れ
て
い
る
。『
参
天
台
五
臺
山
記
』の
羅
漢
像
の「
前
毎
に
茶
器
有
り
」と
い
う
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記
述
と
考
え
併
せ
る
と
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」中
の
羅
漢
図
の
前
方
に
置
か
れ
た
朱
色
の
天
目
台
は
、
茶
器
を
置
く
た
め
の
も
の
と
み
ら

れ
、
朱
色
の
茶
碗
を
手
に
持
っ
て
い
る
人
物
は
、
供
物
と
し
て
の
茶
の
入
っ
た
朱
色
の
茶
碗
を
、
一
つ
ず
つ
羅
漢
図
前
方
の
天
目
台
に
置

こ
う
と
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
二
三
。

「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」の
朱
色
の
茶
碗
は
、内
側
が
黒
色
で
あ
る
こ
と
か
ら
、陶
磁
器
で
は
な
く
漆
器
と
み
ら
れ
る
二
四
。
漆
器
に
つ
い
て
、

唐
代
の
施
餓
鬼
に
関
す
る
儀
軌
の
う
ち
、不
空（
七
〇
五
～
七
七
四
）の『
施
諸
餓
鬼
飲
食
及
水
法
』二
五（『
大
正
蔵
』巻
二
一
所
収
）に
は
、「
如

無
銅
器
白
瓷
亦
得
。
如
無
瓷
器
可
用
漆
器
（
も
し
銅
器
が
な
け
れ
ば
、
白
瓷
で
も
構
わ
な
い
。
も
し
瓷
器
が
な
け
れ
ば
、
漆
器
を
利
用
し

て
も
良
い
）」（
四
六
六
下
）
と
あ
り
、
漆
器
は
代
用
品
に
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
代
用
品
と
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
漆
器
が
あ
る
程
度
一

般
に
流
通
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。ま
た
、入
唐
八
家
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
恵
運（
七
九
八
～
八
六
九
）が
貞
観
九
年（
八
六
七
）

に
記
し
た「
安
祥
寺
資
財
帳
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』巻
八
三
所
収
）に
も
、「
荘
厳
供
養
具
」（
三
〇
四
中
）と
し
て「
朱
漆
器 

三
百
八
十
六
口
」

（
三
〇
五
中
）
と
あ
り
、
古
代
日
本
の
密
教
寺
院
で
朱
色
の
漆
器
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
興
味
深
い
の
は
、『
施
諸
餓
鬼
飲

食
及
水
法
』は
密
教
経
典
で
あ
り
、
施
餓
鬼
の
一
種
と
さ
れ
る
水
陸
法
会
を
行
う
際
に
は
羅
漢
を
招
請
し
て
お
り
二
六
、
さ
ら
に
大
徳
寺
や

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
分
蔵
さ
れ
る「
五
百
羅
漢
図
」に
は
、
水
陸
法
会
と
関
連
が
見
ら
れ
る
画
幅
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
二
七
。

近
年
、
水
陸
法
会
は
九
世
紀
に
行
わ
れ
始
め
、
十
一
世
紀
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
二
八
、
羅
漢
信
仰
の
興
隆
期
は
重
な

る
こ
と
に
な
る
。
水
陸
法
会
は
、
後
に
述
べ
る
羅
漢
信
仰
と
密
教
信
仰
の
接
点
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
茶
を
盛
る
器
の
色
彩
に
つ
い
て
考
え
を
巡
ら
せ
て
み
た
い
。「
羅
漢
供
」
以
外
に
、
茶
碗
ら
し
き
も
の
の
見
え
る
画
幅
は
「
山
羊

の
献
花
」（
第
三
三
号
）、「
裁
縫
」（
第
四
五
号
）、「
浴
室
」（
第
四
八
号
）、「
飯
僧
」（
第
五
一
号
）、「
乗
輿
」（
第
五
五
号
）、「
喫
茶
」（
第

五
六
号
）の
六
幅
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
幅
に
見
え
る
茶
碗
の
色
は
、「
山
羊
の
献
花
」は
薄
茶
色
、「
裁
縫
」は
茶
色
、「
浴
室
」は
薄
茶

色
、「
飯
僧
」は
白
色
、「
乗
輿
」は
薄
緑
色
、「
喫
茶
」は
黒
色
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」に
描
か
れ
る
茶
碗
の
色
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は
、
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
る
茶
碗
の
色
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
一
方
、「
羅
漢
会
」に
使
用
さ
れ
る
茶
碗
は
、
一
部
の
供
物
を
盛
る
器
に
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
朱
色
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
二
九
。

こ
の
点
は
、
製
作
時
に
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」を
参
照
し
た
と
さ
れ
る
、
明
兆
筆
・
東
福
寺（
京
都
市
東
山
区
）伝
来「
五
百
羅
漢

図
」に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
三
〇
。
東
福
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」を
見
る
と
、
茶
碗
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
の
は
第
一
一
号（
図
2
。
大

徳
寺
本
「
講
説
筆
記
」（
第
三
七
号
）
に
類
似
。
た
だ
し
本
作
に
は
机
上
左
右
の
天
目
台
に
碗
形
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
大
徳
寺
本

で
は
天
目
台
は
一
つ
だ
け
で
あ
り
、
茶
碗
ら
し
き
も
の
も
見
当
た
ら
な
い
）、
第
二
三
号
（
図
3
。
大
徳
寺
本
「
山
羊
の
献
花
」
に
類
似
）、

第
二
七
号（
図
4
。
大
徳
寺
本「
展
鉢
」（
第
五
二
号
）「
飯
僧
」に
類
似
）、
第
四
〇
号（
図
5
。
大
徳
寺
本「
浴
室
」に
類
似
）、
第
四
五
号（
図

6
。
大
徳
寺
本「
羅
漢
会
」に
類
似
）で
あ
る
三
一
。
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
碗
の
色
は
、
第
一
一
号
で
は
白
色
、
第
二
三
号
で
は
白
色
、
第
二
七
号

で
は
白
色
、
第
四
〇
号
で
は
薄
緑
色
、
第
四
五
号
で
は
羅
漢
図
の
前
方
に
置
か
れ
る
茶
碗
は
朱
色
、
顔
の
赤
い
人
物
が
手
に
持
つ
盆
に
載

せ
ら
れ
る
茶
碗
は
白
色
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
東
福
寺
本
に
描
か
れ
る
茶
碗
の
色
は
、
第
四
五
号
以
外
は
大
徳
寺
本
と
相
違
す
る
も
の
の
、
羅
漢
の
供
養
に
用
い
ら
れ

る
茶
碗
は
朱
色
で
あ
り
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
構
図
な
ど
は「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」を
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る

類
似
性
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
羅
漢
供
を
描
写
す
る
場
面
以
外
で
は
、
茶
碗
の
色
を
似
せ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
羅

漢
供
に
お
い
て
は
、朱
と
い
う
色
に
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。前
掲『
兵
範
記
』の
点
線
部
①「
朱
器
は
前
々
の
記
録
に
見
ゆ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
の
記
さ
れ
た
一
一
五
二
年
よ
り
前
に
、
朱
色
の
茶
碗
を
使
用
す
る
と
い
う
規
定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

た
だ
し
、
室
町
時
代
の
製
作
と
さ
れ
る
伝
明
兆
筆
・
円
覚
寺（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）伝
来「
五
百
羅
漢
図
」（
計
十
六
幅
三
二
）の
う
ち
、「
大

徳
寺
本
羅
漢
会
」に
類
似
す
る
画
幅（
第
三
六
号
。
図
7
）三
三
で
は
、
羅
漢
図
の
前
方
に
置
か
れ
た
朱
色
の
天
目
台
上
の
茶
碗
は
白
色
で
あ
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り
、
こ
れ
は
、
東
福
寺
本
第
四
五
号
に
見
え
る
顔
の
赤
い
人
物
が
手
に
持
つ
盆
に
置
か
れ
る
茶
碗
の
色
と
一
致
す
る
が
、
羅
漢
図
の
前
に

置
か
れ
る
茶
碗
の
色
と
は
異
な
る
。
円
覚
寺
伝
明
兆
本
は
南
宋
期
に
製
作
さ
れ
た「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」と
、「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」を
参
照

し
て
製
作
さ
れ
た
東
福
寺
本
第
四
五
号
が
、
前
掲『
兵
範
記
』の「
朱
器
」の
記
述
と
一
致
し
な
い
理
由
は
判
然
と
せ
ず
、
宋
代
の
モ
ノ
の
文

化
と
併
せ
て
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
円
覚
寺
伝
明
兆
本
が
東
福
寺
本
を
参
照
し
、
東
福
寺
本
の
多
く
の
画
幅
に

合
わ
せ
て
、
意
図
的
に
茶
碗
を
同
じ
白
色
に
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
伝
明
兆
本
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
羅
漢
供
の
実
際
に
合
わ
せ

て
、
茶
碗
の
色
を
白
色
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
三
四
を
示
す
に
留
め
た
い
。

三
、
羅
漢
供
と
密
教

日
本
と
中
国
の
十
一
、十
二
世
紀
頃
に
行
わ
れ
る
羅
漢
供
に
共
通
点
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
羅
漢

供
に
は
中
国
密
教
儀
礼
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
と
密
教
信
仰
の
興
亡
史
を
見
る
と
、
密
教
が
衰
退
を

は
じ
め
た
頃
に
、
羅
漢
信
仰
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
信
仰
の
盛
衰
が
互
い
に
無
縁
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

こ
こ
で
は『
参
天
台
五
臺
山
記
』の
記
述
か
ら
、
羅
漢
供
と
密
教
儀
礼
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

（
一
）「
鈴
杵
真
言
」の
供
養

前
掲『
参
天
台
五
臺
山
記
』五
月
十
九
日
条
に
は
、
茶
と「
鈴
杵
真
言
を
以
て
」成
尋
は
羅
漢
を
供
養
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る

「
鈴
」は
、
仏
前
で
読
経
時
に
鳴
ら
す
鉢
形
の
鳴
器
を
指
す
場
合
も
あ
る
が
、
密
教
法
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
、「
杵
」と
一
対
と
な
っ

て
金
剛
盤
と
と
も
に
檀
上
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た「
真
言
」は
密
教
祈
祷
の
際
に
唱
え
る
呪
文
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
成
尋
が
石
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橋
で
行
っ
た
羅
漢
供
は
、
密
教
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
成
尋
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
羅
漢
供
が
、
日

本
で
行
わ
れ
て
い
る
羅
漢
供
を
中
国
で
再
現
し
た
も
の
な
の
か
、
成
尋
が
宋
代
中
国
で
目
睹
し
た
作
法
を
模
倣
し
た
も
の
な
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

成
尋
が
入
宋
す
る
よ
り
も
前
か
ら
、
日
本
で
は
す
で
に
十
六
羅
漢
供
が
行
わ
れ
て
い
た
三
五
。
こ
れ
に
関
す
る
早
期
の
記
録
と
し
て
は
、

藤
原
実
資（
九
五
七
～
一
〇
四
六
）の『
小
右
記
』寛
仁
三
年（
一
〇
一
九
）六
月
九
日
条
に「
今
日
入
道
殿
被
供
養
十
六
羅
漢（
本
日
、
入
道
殿

（
藤
原
道
長
）が
十
六
羅
漢
の
供
養
を
行
っ
た
）」三
六
が
あ
る
。
た
だ『
小
右
記
』に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
儀
礼
な
の
か
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
茶
と「
鈴
杵
真
言
」で
成
尋
が
羅
漢
を
供
養
し
た
の
は
、
平
安
貴
族
に
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
密
教
の
影
響
を
受
け
た
、
日
本
独
自
の

作
法
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
成
尋
が
五
百
十
六
杯
の
茶
を
羅
漢
に
捧
げ
た
の
が
、
国
清
寺
の
勅

羅
漢
院
の
作
法
に
則
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
は
、
密
教
的
な「
鈴
杵
真
言
」の
使
用
も
、
中
国
の
前
例
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
鈴
杵
真
言
」の
供
養
に
つ
い
て
、
齊
藤
圓
眞
氏
は
、
金
剛
鈴
と
金
剛
杵
を
用
い
な
が
ら「
金
剛
鈴
真
言
」と「
金
剛
杵
真
言
」を
唱
え
て
羅

漢
を
招
請
す
る
作
法
と
指
摘
し
、
ま
た
唐
の
菩
提
流
志
が
訳
し
た『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』（『
大
正
蔵
』巻
二
〇
所
収
）を
例
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
る
三
七
。『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』に
は「
金
剛
鈴
真
言
…
…
加
持
於
鈴
即
揺
声
之
。
一
切
賢
聖
悉
皆
警
発
歓
喜
来
会（
金
剛

鈴
真
言
…
…
鈴
を
加
持
し
て
か
ら
た
だ
ち
に
揺
ら
し
て
音
を
出
す
。
す
べ
て
の
賢
聖
は
皆
目
覚
め
歓
喜
し
て
や
っ
て
来
る
）」（
二
四
一
中
）

と
あ
る
。
羅
漢
を
も
含
む
「
賢
聖
」
三
八
を
招
請
す
る
際
に
、
金
剛
鈴
真
言
を
読
誦
す
る
と
い
う
作
法
は
、
中
国
に
は
盛
唐
期
に
伝
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』に
は「
金
剛
杵
真
言
」へ
の
言
及
が
な
い
。
金
剛
鈴
真
言
と
金
剛
杵
真
言
は
、
い
ず
れ

も
複
数
の
経
典
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
成
尋
の「
鈴
杵
真
言
を
以
て
供
養
す
」と
い
う
文
言
の
よ
う
に
、
両
者
を
連
続
し
て
記
す
も

の
は
少
な
い
。
一
方
、
平
安
前
期
の
天
台
僧
の
安
然
が
記
し
た『
胎
蔵
界
大
法
対
受
記
』（『
大
正
蔵
』巻
七
五
所
収
）第
二「
第
六
十
三
杵
鈴

印
」に
は
、「
次
欲
召
請
聖
衆
用
杵
鈴
也（
次
に
、
聖
衆
を
招
請
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
杵
鈴
を
用
い
る
）」（
六
六
下
）と
あ
る
。
こ
こ
で
述
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べ
ら
れ
る「
聖
衆
」の「
召
請
」は
、
前
掲『
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
』の「
一
切
の
賢
聖
悉
く
皆
警
発
し
て
歓
喜
し
て
来
た
り
て
会
ふ
」と
の
共

通
性
が
見
出
せ
、
ま
た「
羅
漢
」「
賢
聖
」「
聖
衆
」と
い
っ
た
語
は
見
え
な
い
も
の
の
、
金
剛
智（
六
七
一
～
七
四
一
）の
訳
と
さ
れ
る『
五

大
虚
空
蔵
菩
薩
速
疾
大
神
験
秘
密
式
経
』（『
大
正
蔵
』巻
二
〇
所
収
）に
は
杵
と
鈴
、「
杵
真
言
」と「
鈴
真
言
」が
併
用
さ
れ
て
い
る（
六
〇
九

上
）こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
成
尋
が
い
う「
鈴
杵
真
言
」を
用
い
る
作
法
は
、
成
尋
入
宋
以
前
の
中
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
見
て
良
い
だ

ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
羅
漢
と「
鈴
杵
」と
の
関
係
を
示
唆
す
る
資
料
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
先
述
し
た
蘇
軾
の「
十
八
大
羅
漢
頌
」が
あ
る
。「
十
八

大
羅
漢
頌
」
に
お
い
て
、
蘇
軾
は
蜀
の
羅
漢
画
家
と
し
て
名
高
い
張
玄
の
羅
漢
図
を
手
に
入
れ
た
喜
び
、
ま
た
十
八
羅
漢
の
像
容
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
第
十
四
尊
者
、
持
鈴
杵
、
正
坐
誦
呪（
第
十
四
尊
者
は
、
鈴
と
杵
を
持
ち
、
端
正
な
姿
勢
で
座
り
な
が
ら

呪
文
を
読
誦
す
る
）」と
あ
り
、鈴
と
杵
、そ
し
て
真
言
に
あ
た
る「
呪
」に
も
言
及
が
あ
る
。
絵
画
資
料
と
し
て
は
、利
貞
元
年（
一
一
七
二
）

か
ら
盛
徳
元
年（
一
一
七
六
）に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
三
九
、故
宮
博
物
院（
台
北
）所
蔵「
宋
時
大
理
国
描
工
張
勝
温
画
梵
像
」

が
あ
る
。
本
作
は
釈
迦
仏
を
中
心
に
、
画
面
向
か
っ
て
右
に
大
理
国
の
利
貞
皇
帝
、
竜
王
や
十
六
羅
漢
な
ど
、
左
に
西
天
二
祖
、
東
天
六

祖
や
密
教
尊
格
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
四
〇
。
こ
の
う
ち
、
十
六
羅
漢
を
含
む
、
中
心
部
よ
り
右
の
上
部
辺
縁
に
鈴
と
杵
の
装
飾
文
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。「
宋
時
大
理
国
描
工
張
勝
温
画
梵
像
」は
、
そ
の
画
題
名
に
見
え
る
よ
う
に
大
理
国
の
文
物
で
あ
り
、
ま
た
十
六
羅
漢
以

外
の
部
分
に
も
鈴
と
杵
の
装
飾
が
見
ら
れ
、
羅
漢
信
仰
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
羅
漢
が
密
教
尊
格
と
並
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
や
は
り
看
過
し
え
な
い
事
実
で
あ
る
四
一
。
さ
ら
に
本
作
の
十
六
羅
漢
図
部
分
の
稿
本
は
、
蜀
か
ら
雲
南
に
も
た
ら
さ
れ
、

蘇
軾
も
所
持
し
た
張
玄
の
羅
漢
図
と
推
定
さ
れ
て
お
り
四
二
、
蜀
地
域
は
唐
末
か
ら
羅
漢
図
の
製
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
四
三
、

蘇
軾
が
水
陸
会
に
勧
請
さ
れ
る
上
堂
・
下
堂
の
各
八
位
に
つ
い
て
記
す「
水
陸
法
像
賛 

 

引
」（『
東
波
後
集
』巻
十
九
所
収
）に「
惟
我
蜀
人
、

頗
存
古
法
（
我
々
蜀
の
人
に
だ
け
古
く
か
ら
の
作
法
が
盛
ん
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
）」
と
あ
り
、
前
述
し
た
羅
漢
信
仰
と
の
関
係
性
を
見
出

せ
る
水
陸
法
会
も
蜀
地
域
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
こ
と
四
四
な
ど
か
ら
、
中
国
西
南
地
域
で
は
十
二
世
紀
頃
ま
で
に
、
鈴
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と
杵
を
用
い
る
密
教
信
仰
と
羅
漢
信
仰
の
交
渉
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
二
）供
物
の
利
用

羅
漢
信
仰
は
唐
代
に
発
祥
し
た
が
、
羅
漢
供
で
茶
を
供
物
と
す
る
の
は
、
宋
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
た
作
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
宋

代
以
前
に
密
教
の
茶
を
供
物
と
し
て
星
宿
に
捧
げ
る
儀
礼
、
い
わ
ゆ
る「
星
供
」を
検
討
す
る
こ
と
で
、
羅
漢
供
の
形
成
に
つ
い
て
も
考
察

を
試
み
た
い
。

茶
を
供
物
と
す
る
星
供
の
儀
礼
を
記
す
代
表
的
な
経
典
と
し
て
、
唐
末
以
前
に
成
立
し
た
、
一
行（
六
八
三
～
七
二
七
）に
仮
託
し
た
と

さ
れ
る『
梵
天
火
羅
九
曜
』附「
葛
仙
公
礼
北
斗
法
」（『
大
正
蔵
』巻
二
一
所
収
）や『
七
曜
星
辰
別
行
法
』（
同
）が
あ
る
。
特
に『
七
曜
星
辰

別
行
法
』に
あ
る「
煎
好
茶
祭
之（
良
い
茶
を
煎
じ
て
祭
る
）」（
四
五
五
上
）と
い
う
記
述
か
ら
は
、
煎
茶
法（
茶
の
粉
末
を
湯
で
煮
出
し
て

飲
む
方
法
）で
調
理
さ
れ
た
茶
と
み
ら
れ
、
前
掲『
兵
範
記
』の
記
述
に
見
え
る「
茶
煎
」と
一
致
し
て
い
る
。

『
兵
範
記
』に
見
え
る
羅
漢
供
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
一
五
二
～
一
一
五
四
年
で
あ
り
、
一
〇
七
二
年
の
成
尋
の
入
宋
よ
り
約
一
世
紀
後

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
前
掲「
十
八
大
羅
漢
頌
・
跋
尾
」や
入
宋
僧
の
記
録
な
ど
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、『
兵
範
記
』の
記
載
時
期
に
あ

た
る
南
宋
期
に
な
る
と
、
点
茶
法
で
調
理
さ
れ
た
茶
を
羅
漢
に
捧
げ
る
こ
と
は
す
で
に
一
般
化
し
、
そ
の
茶
が
羅
漢
供
に
お
い
て
は
代
表

的
供
物
と
な
っ
た
。
茶
の
形
態
を
問
わ
な
け
れ
ば
、『
兵
範
記
』に
見
え
る「
茶
煎
」の
使
用
は
、
中
国
大
陸
で
行
わ
れ
て
い
た
羅
漢
供
の
作

法
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
茶
煎
」の
使
用
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
点
茶
法
の
伝
播
に
関
わ
る
問
題
と
な
る
。
し
か
し
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
中
の
羅
漢
供
に
は
共
通
す
る
部
分
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら「
朱
器
」を
用
い
る
と
い
っ
た
共
通
認
識
の
あ
っ

た
作
法
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
注
一
一
に
記
し
た
よ
う
に
、
栄
西
が
天
台
山
で
煎
茶
法
で
調
理
さ
れ
た
茶
を
羅
漢
に
捧

げ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、『
兵
範
記
』に
記
さ
れ
る「
茶
煎
」を
用
い
る
羅
漢
供
は
、
か
つ
て
中
国
で
伝
わ
っ
て
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い
た
作
法
の
一
部
を
保
存
し
て
い
る
可
能
性
が
提
起
さ
れ
る
。
す
る
と
、
宋
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
羅
漢
信
仰
は
、
そ
の
儀
礼
の
形
成
は
唐

代
の
文
化
に
関
係
が
あ
り
、
前
述
し
た
漆
器
と
考
え
ら
れ
る「
朱
器
」の
使
用
も
、「
朱
器
」に
入
れ
る
煎
茶
法
で
調
理
さ
れ
た
茶
も
、
唐
代

密
教
よ
り
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
四
五
。

ま
た
、『
兵
範
記
』
に
は
見
え
な
い
が
、
供
養
の
た
め
に
鋳
造
さ
れ
る
貨
幣
の
よ
う
な
も
の
で
「
幣
」
と
い
う
の
も
、
中
国
で
は
羅
漢
供

に
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
劉
淑
芬
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
黄
裳（
一
〇
四
四
～
一
一
三
〇
）の「
請
羅
漢
讃
文
」（『
演
山
集
』巻

三
六
所
収
）に
は
、
羅
漢
を
勧
請
す
る
際
に
設
け
ら
れ
る「
荘
厳
之
会
」で
は「
器
幣
争
華（
法
具
と
供
養
用
の
幣
が
互
い
に
争
う
よ
う
に
輝

き
を
放
つ
）」と
あ
り
、
個
人
で
行
う
羅
漢
供
で
は
供
養
用
の「
幣
」を
用
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
四
六
。
こ
ち
ら
も
密
教
星
供
の
紙
銭
と
共

通
し
て
い
る
。
紙
銭
の
使
用
が
中
国
俗
信
に
よ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
四
七
、
羅
漢
供
に
用
い
ら
れ
る
「
幣
」
の
形
態
が
紙

銭
と
異
な
る
と
し
て
も
、
供
物
と
し
て
仏
教
的
で
は
な
い「
幣
」の
利
用
も
、
羅
漢
信
仰
と
密
教
星
供
と
の
共
通
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
羅
漢
供
と
密
教
儀
礼
に
は
作
法
上
の
類
似
が
見
ら
れ
る
が
、
歴
史
的
に
も
や
は
り
関
係
が
あ
る
。
密
教
は
唐
王
朝
の
衰

亡
と
と
も
に
廃
れ
て
い
っ
た
が
、
逆
に
羅
漢
信
仰
と
羅
漢
図
の
製
作
は
唐
末
か
ら
急
速
に
盛
ん
に
な
り
は
じ
め
る
。
唐
末
以
降
衰
弱
し
て

い
っ
た
密
教
に
つ
い
て
、
三
崎
良
周
氏
は
「
従
来
の
密
教
が
、
そ
の
形
を
変
え
て
民
間
へ
浸
透
し
、
さ
ら
に
他
の
教
派
の
教
理
や
儀
礼
の

中
に
融
合
し
て
行
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
四
八
、
宮
崎
法
子
氏
も
「
唐
代
に
全
盛
だ
っ
た
密
教
な
ど
を
中
心
と
し
た
国
家
的
な
仏
教
は
、
唐

帝
国
の
衰
え
と
と
も
に
凋
落
し
、
会
昌
の
廃
仏
は
そ
れ
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
…
…
唐
か
ら
宋
へ
か
け
て
の
中
国
仏
教
の
大

き
な
転
換
と
い
う
現
象
の
中
に
、
羅
漢
信
仰
の
流
行
や
絵
画
制
作
の
盛
行
も
、
ま
さ
に
正
し
く
位
置
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
あ
」
る
と
指
摘

し
て
い
る
四
九
。
羅
漢
供
と
密
教
星
供
の
共
通
点
は
、
中
国
仏
教
が
激
動
す
る
中
で
残
さ
れ
た
受
容
と
変
容
の
痕
跡
と
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
五
〇
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
宋
代
に
お
け
る
羅
漢
を
供
養
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
、
羅
漢
の
居
処
と
さ
れ
る
天
台
山
石
橋
に
論
を
起
こ
し
、
日
中
の
羅
漢

供
に
言
及
す
る
文
字
資
料
と
絵
画
資
料
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
複
数
資
料
に
共
通
点
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
羅
漢
供
に
は
儀
礼
的

規
定
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
具
体
的
に
は（
一
）原
則
、
羅
漢
図
は
儀
礼
空
間
の
東
西
に
配
置
す
る
こ
と
、（
二
）羅
漢
に
捧
げ
る

供
物
の
数
は
、
供
養
さ
れ
る
羅
漢
の
人
数
に
合
わ
せ
て
用
意
す
る
こ
と
、（
三
）羅
漢
供
に
用
い
ら
れ
る
法
具
の
色
彩
の
う
ち
、
特
に
重
要

性
を
持
つ
の
は
朱
色
で
あ
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
成
尋
が
天
台
山
で
の
羅
漢
供
に
密
教
儀
礼
で
用
い
ら
れ
る
鈴
と
杵
を
利
用
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
羅
漢
供
と
密
教
儀
礼
の
共

通
性
が
指
摘
で
き
た
。
そ
の
発
端
の
地
は
、
羅
漢
図
が
多
く
制
作
さ
れ
、
水
陸
法
会
と
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
さ
れ
る
中
国
蜀
地
域
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
供
物
の
使
用
に
つ
い
て
も
、
茶
、
そ
し
て
中
国
俗
信
の
一
部
で
あ
る「
幣
」を
羅
漢
供
に
用
い
る
こ
と
は
、
密

教
儀
礼
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
歴
史
の
流
れ
と
と
も
に
興
亡
し
た
二
つ
の
信
仰
の
交
渉
の
実
態
は
、
上
述
の
よ
う
な
類
似
点
か
ら
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

図
版
出
典

図
１

�

奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』（
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
・

思
文
閣
出
版（
発
売
）、
二
〇
一
四
年
）よ
り
転
載

図
２
～
図
６

東
福
寺
提
供

図
７

�

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
開
館
四
十
周
年
記
念
特
別
展 
宋
元
仏
画
』（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
）

よ
り
転
載
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▼

図１ �大徳寺伝来「五百羅漢図」のうち
第一号「羅漢会」

図 2 �東福寺伝来「五百羅漢図」のうち ▼

第一一号
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▼

図 3 �東福寺伝来「五百羅漢図」のうち
第二三号

図 4 �東福寺伝来「五百羅漢図」のうち ▼

第二七号
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▼

図 5 �東福寺伝来「五百羅漢図」のうち
第四〇号

図 6 �東福寺伝来「五百羅漢図」のうち ▼

第四五号
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図 7 円覚寺伝来「五百羅漢図」のうち第三六号
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注一	
羅
漢
信
仰
の
宋
代
ま
で
の
信
仰
史
に
つ
い
て
は
、
劉
淑
芬「
宋
代
的
羅
漢
信
仰
及
其
儀
式
―
従
大
徳
寺
宋
本「
五
百
羅
漢
図
」説
起
」（『
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』第
八
十
六
本
第
四
分
、
二
〇
一
五
年
）、
同「
中
国
的
聖
僧
信
仰
及
儀
式（
四
―
十
三
世
紀
）」（
第
四
届
国
際
漢
学

会
議
論
文
集『
信
仰
、
実
践
与
文
化
調
適
』所
収
、
中
央
研
究
院
、
二
〇
一
三
年
）が
詳
し
く
参
考
と
な
る
。

二	

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー
ム（
前
田
佳
那
訳
）「「
雲
集
」
―
聖
な
る
降
臨
と
羅
漢
会
―
」（
井
手
誠
之
輔
編
集『
徹
底
討
論 

大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢

図
の
作
品
誌
―
地
域
社
会
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
へ
―
』所
収
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、
二
〇
一
九
年
）一
八
九
頁
。

三	

本
稿
所
引『
大
正
蔵
』所
収「
天
台
山
記
」の
文
字
は
、
異
体
字
を
正
字
に
し
た
う
え
で
常
用
漢
字
体
に
改
め
る
。
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
は
康
煕

字
典
体
に
よ
る
。

四	

『
大
正
蔵
』所
収
本
で
は「
北
」と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
薄
井
俊
二『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
〇
一
一
年
）所
収
国
会
図
書
館
所

蔵
本
の
翻
刻
に
従
い「
此
」に
改
め
た
。

五	

「
遊
天
台
山
賦
并
序
」の「
跨
穹
隆
之
懸
磴
、
臨
万
丈
之
絶
冥（
弓
形
に
曲
が
っ
た
石
橋
を
跨
ぐ
と
、
そ
の
下
に
万
丈
の
深
淵
が
見
え
る
）」に
、
李

善
は「
懸
磴
石
橋
也（
懸
磴
と
は
石
橋
の
こ
と
で
あ
る
）」と
い
う
注
を
付
け
て
い
る
。

六	

注
一
所
掲
劉
論
文（
二
〇
一
五
年
）六
九
二
～
七
一
一
頁
を
参
照
。

七	

原
文
は
森
公
章
校
訂『
参
天
台
五
臺
山
記 
第
一
』（
八
木
書
店
、
二
〇
二
三
年
）に
よ
る
。
文
字
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
、
常
用
漢
字
以
外
の
文

字
は
康
煕
字
典
体
に
よ
る
。
そ
れ
以
外
の
文
字
は
、
テ
キ
ス
ト
の
字
体
を
用
い
る
。
傍
記
は
筆
者
に
よ
る
。

八	

注
四
所
掲
薄
井
書
、
一
一
四
～
一
一
六
頁
を
参
照
。

九	

注
一
所
掲
劉
論
文（
二
〇
一
五
年
）七
三
五
頁
を
参
照
。

一
〇	

各
時
代
に
お
け
る
代
表
的
な
喫
茶
法
に
つ
い
て
は
、
高
橋
忠
彦
「
中
国
の
喫
茶
の
重
層
性

詩
語
と
真
実
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
八
八
号
、

二
〇
〇
六
年
）を
参
照
。

一一	

原
文
は『
続
群
書
類
従
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
四
一
年
）巻
二
二
五
所
収「
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
」に
よ
る
。
た
だ
し
、
栄
西
は
二

回
中
国
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、「
日
本
国
千
光
法
師
祠
堂
記
」で
は
二
回
の
入
宋
が
一
回
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
佐
藤
秀
孝「
明
庵
栄
西
の
在
宋
中
の
動
静
に
つ
い
て（
上
）―
第
一
次
入
宋
と
重
源
お
よ
び
阿
育
王
山
広
利
寺
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』第
四
三
号
、
二
〇
一
二
年
）七
四
頁
を
参
照
。
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一
二	

「
瀹
茶
」は
、
茶
を
煮
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
煎
茶
法
で
茶
を
調
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
煎
茶
法
で
茶
を
調
理
す
る
場
合
、
花
の
文
様

は
発
生
し
が
た
い
た
め
、
こ
こ
の「
瀹
茶
」は
、
文
学
的
表
現
と
し
て
、
点
茶
法
で
茶
を
調
理
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
高
橋
忠
彦「「
点
茶
」の
語
誌
―
そ
の
起
源
と
変
遷
」（
熊
倉
功
夫
・
程
啓
坤
編『
徽
宗『
大
観
茶
論
』の
研
究
』所
収
、
宮
帯
出

版
社
、二
〇
一
七
年
）一
二
二
～
一
二
三
頁
を
参
照
。た
だ
栄
西
の『
興
禅
護
国
論
』（『
大
正
蔵
』巻
八
〇
所
収
）巻
中
に「
已
而
至
石
橋
、拈
香
煎
茶
、

敬
礼
住
世
五
百
大
阿
羅
漢（
そ
の
後
石
橋
に
至
り
、
焼
香
し
て
茶
を
煎
じ
て
、
世
に
住
す
る
五
百
羅
漢
を
礼
拝
し
た
）」（
一
〇
中
）と
あ
り
、
ま

た
祥
瑞
と
い
う
こ
と
か
ら
、
実
際
に
煎
茶
法
で
茶
を
調
理
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
三	

石
橋
に
お
い
て
羅
漢
を
茶
で
供
養
す
る
日
本
人
僧
侶
に
つ
い
て
は
、
石
田
雅
彦
『「
茶
の
湯
」
前
史
の
研
究
―
宋
代
片
茶
文
化
完
成
か
ら
日
本
の

茶
の
湯
へ
―
』（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
三
年
）三
四
一
頁
注
四
四
を
参
照
。

一
四	

石
橋
で
羅
漢
供
を
行
う
際
に
茶
を
用
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
興
味
深
い
の
は
、
天
台
山
の
華
頂
は
茶
が
自
生
す

る
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
東
晋
時
代
の
資
料
に
は
天
台
山
の
茶
に
言
及
す
る
も
の
が
な
い
が
、
中
唐
期
以
降
に
な
る
と
、
徐

霊
府
の「
天
台
山
記
」に「
花
頂
峯
」に「
石
茗
」が
あ
る
と
あ
り（
一
〇
五
三
上
～
中
）、
三
井
寺（
大
津
市
園
城
寺
町
）所
蔵
、
貞
観
五
年（
八
六
三
）

十
一
月
十
三
日
付
、
円
珍（
八
一
四
～
八
九
一
）自
筆
の「
円
珍
請
伝
法
公
験
奏
状
案
」に「
華
頂
」に「
苦
竹 

 

黮
茶
樹
結
林（
真
竹
は
盛
ん
に
生

え
て
お
り
青
黒
く
、
茶
樹
は
林
を
成
し
て
い
る
）」と
あ
り
、
ま
た
三
善
清
行（
八
四
七
～
九
一
九
）の「
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
」（『
大
日

本
仏
教
全
書
』巻
七
二
所
収
。
一
四
六
下
）と『
参
天
台
五
臺
山
記
』延
久
四
年
五
月
十
八
日
条
に
も「
花
頂
」に「
苦
竹 

 

黮
茶
樹
成
林
」と
あ
る

の
で
あ
る
。
天
台
山
に
住
ま
う
と
さ
れ
る
羅
漢
を
茶
で
供
養
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
天
台
山
に
茶
が
自
生
し
て
い
た
た
め
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
成
尋『
参
天
台
五
臺
山
記
』に
円
珍
関
係
の
資
料
と
極
め
て
類
似
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
福
地
昭
助
氏
な
ど
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、『
参
天
台
五
臺
山
記
』延
久
四
年
五
月
十
八
日
条
に「
智
証
大
師
云
、
毎
披
天
台
山
図
恒
瞻
花
頂
・
石
橋
之
形
勝
。
未
遇
良
縁
、

久
以
存
思
、
遂
以
渡
海
。
今
小
僧
追
大
師
前
蹤
、
遂
宿
念
拝
石
橋
。
感
涙
無
極（
智
証
大
師（
円
珍
）は
言
っ
た「
天
台
山
図
を
閲
覧
す
る
た
び
に
、

い
つ
も
花
頂
と
石
橋
の
勝
景
が
見
え
る
。
未
だ
良
縁
に
出
会
え
て
お
ら
ず
、
長
く（
花
頂
や
石
橋
を
）思
念
し
、
つ
い
に
海
を
渡
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
。
今
、
私
は
大
師
の
足
跡
を
追
い
か
け
、
か
ね
て
か
ら
の
願
い
を
成
し
遂
げ
石
橋
を
礼
拝
で
き
た
。
感
動
し
て
流
し
た
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
）」と
あ
り
、
成
尋
は
右
に
取
り
上
げ
た
よ
う
な
円
珍
関
係
の
資
料
を
参
照
し
た
う
え
で
、
天
台
山
を
巡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
福
地
氏

『
平
安
時
代
の
茶 『
喫
茶
養
生
記
』ま
で
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）二
一
七
頁
を
参
照
。

一
五	

た
だ
し
、
た
と
え
ば
南
宋
の
志
磐
の『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
斎
儀
軌
』（『
卍
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
』巻
七
四
所
収
）巻
二「
行
上
堂
召
請
法
事
」
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に「
天
台
山
方
広
聖
寺
、
住
世
五
百
大
阿
羅
漢（
天
台
山
方
広
聖
寺
の
、
世
に
住
ま
う
五
百
大
阿
羅
漢
）」（
七
九
一
上
）と
あ
り
、
ま
た
本
論
に

後
出
す
る
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」の
う
ち
、
天
台
山
と
石
橋
を
テ
ー
マ
と
す
る「
天
台
石
橋
」（
Ｆ
二
。
現
在
ア
メ
リ
カ
・
フ
リ
ー
ア
美
術

館
所
蔵
）
が
あ
る
よ
う
に
、
宋
代
の
羅
漢
信
仰
に
お
い
て
天
台
山
と
石
橋
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。「
天
台
石
橋
」
と
い
う

画
題
と
画
幅
番
号
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』（
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
・

思
文
閣
出
版（
発
売
）、
二
〇
一
四
年
）に
よ
っ
た
。
以
下
同
。

一
六	

大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」は
、
銘
文
に
よ
れ
ば
、
周
季
常
と
林
庭
珪
と
い
う
二
人
の
画
人
が
淳
煕
五
年（
一
一
七
八
）か
ら
十
年
間
か
け
て
制

作
し
た
も
の
で
あ
る
。
計
百
幅
で
構
成
さ
れ
る「
五
百
羅
漢
図
」の
う
ち
、
現
存
す
る
の
は
九
四
幅
で
あ
り
、
大
徳
寺（
八
二
幅
）、
ア
メ
リ
カ
の

ボ
ス
ト
ン
美
術
館（
十
幅
）と
フ
リ
ー
ア
美
術
館（
二
幅
）に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
井
手
誠
之
輔「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
試
論
」（
奈
良
国
立
博

物
館
編『
聖
地
寧
波 

日
本
仏
教
一
三
〇
〇
年
の
源
流
―
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
や
っ
て
来
た
―
』所
収
、
同
、
二
〇
〇
九
年
）二
五
四
～
二
五
五
頁
、

同
氏「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
の
成
立
背
景（
承
前
）」（
注
一
五
所
掲『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』所
収
）二
六
九
頁
を
参
照
。

一
七	

原
文
は
増
補「
史
料
大
成
」刊
行
会
編『
増
補 

史
料
大
成
』所
収『
兵
範
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）に
よ
る
。
文
字
は
常
用
漢
字
体
に
改
め
、

常
用
漢
字
以
外
の
文
字
は
康
煕
字
典
体
に
よ
る
。

一
八	

「
敦
」に
つ
い
て
、
こ
の
文
字
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
平
安
末
期
写
、
信
範
自
筆
他
に
よ
る
と
さ
れ
る

清
書
本『
兵
範
記
』で
は
、「
高
麗
端
」の
次
に
見
え
る
文
字
は「
敷
」と
も
相
似
し
て
い
る
。「
敦
」が「
敷
」で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
衍
字
の
可
能

性
が
高
く
な
り
、
こ
の
場
合
、「
高
麗
端
の
半
帖
六
枚
を
敷
く
」と
い
う
文
意
と
な
る
。

一
九	

な
お
中
国
で
は『
兵
範
記
』の
記
載
時
期
よ
り
前
に
、八
世
紀
中
頃
に
十
八
羅
漢
信
仰
が
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
一
所
掲
劉
論
文（
二
〇
一
五

年
）六
八
四
～
六
八
七
頁
を
参
照
。

二
〇	

京
都
国
立
博
物
館
編
『
王
朝
の
仏
画
と
儀
礼
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
八
七
頁
、
東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博

物
館
編『
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ
て
』（
読
売
新
聞
社
、
二
〇
二
一
年
）三
六
一
頁
を
参
照
。

二
一	

な
お
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー
ム
氏
は「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」に
見
え
る
画
中
画
は
、
四
幅
対
の
十
六
羅
漢
図
と
指
摘
し
て
い
る
。
注
二
所
掲
同
氏

論
文
、
一
八
八
頁
を
参
照
。

二
二	

同
じ
く
大
徳
寺
に
伝
来
し
た「
五
百
羅
漢
図
」に
探
せ
ば
、
画
中
画
に
光
背
が
描
か
れ
て
い
る
画
幅
は「
禅
定
羅
漢
の
供
養
」（
第
一
五
号
）、「
月

か
ら
の
飛
来
」（
第
二
三
号
）、「
阿
弥
陀
画
像
供
養
」（
第
三
五
号
）、「
観
音
画
像
礼
拝
」（
第
三
六
号
）、「
仏
盤
の
奇
瑞
」（
第
七
一
号
）、「
嬰
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児
供
養（
僧
伽
和
尚
）」（
第
七
五
号
）、「
卵
塔
湧
出
」（
第
八
二
号
）、「
雲
中
示
現
」（
Ｂ
二
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）、「
洞
中
入
定
」（
Ｂ
六
。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）、「
応
身
観
音
（
宝
誌
和
尚
）」（
Ｂ
七
。
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
三
五
号
と
第
三
六
号
は
阿

弥
陀
如
来
と
白
衣
観
音
、
第
七
十
五
号
は
嬰
児
、
第
八
二
号
は
塔
に
現
れ
た
釈
迦
如
来
が
光
背
を
伴
っ
て
お
り
、
第
一
五
号
・
第
二
三
号
・
第

七
一
号
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
三
点
で
光
背
を
伴
う
の
は
羅
漢
で
あ
る
。
光
背
を
有
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
描
写
の
主
体
、
あ
る

い
は
強
調
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

二
三	

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
青
色
の
衣
服
を
着
た
人
物
が
、
隣
の
人
物
の
持
つ
黒
色
の
盆
か
ら
取
ろ
う
と
す
る
薄
茶
色
の
茶
碗
は
、
別
の
用
途
が

あ
る
こ
と
に
な
る
。
茶
以
外
の
供
物
を
盛
る
器
、
あ
る
い
は
羅
漢
供
に
参
加
し
た
人
達
へ
の
振
舞
い
を
盛
る
器
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

二
四	

注
一
所
掲
劉
論
文（
二
〇
一
五
年
）七
四
二
頁
を
参
照
。

二
五	

『
大
正
蔵
』所
収
本
で
は
、
不
空
の
訳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
円
仁（
七
九
四
～
八
六
四
）の『
入
唐
新
求
聖
教
目
録
』（『
大
正
蔵
』巻
五
五
所
収
）で

は「
施
諸
餓
鬼
飮
食
及
水
法
并
手
印
不
空
三
蔵
口
決
一
巻
」（
一
〇
八
〇
下
）と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

二
六	

注
一
五
所
掲『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
斎
儀
軌
』を
参
照
。

二
七	

注
十
六
所
掲
井
手「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
試
論
」二
五
六
～
二
五
七
頁
、
同
氏「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
の
成
立
背
景（
承
前
）」二
六
九
～

二
七
二
頁
、
西
谷
功「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
か
ら
復
元
さ
れ
る
僧
院
生
活
」（
注
二
所
掲
書
所
収
）一
七
一
～
一
七
七
頁
を
参
照
。

二
八	

戴
暁
雲『
仏
教
水
陸
画
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）一
三
～
二
〇
頁
、
牧
田
諦
亮「
水
陸
会
小
考
」（『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』

編
集
委
員
会
編『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』巻
四
所
収
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）三
六
五
～
三
六
八
頁
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー
ム「
視
覚
さ
れ
た

儀
礼
と
観
想
―
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」に
お
け
る
水
陸
会
の
表
現
―
」（『
仏
教
芸
術
』三
四
四
号
、
二
〇
一
六
年
）四
〇
頁
を
参
照
。

二
九	

な
お「
講
説
筆
記
」は
、
画
面
向
か
っ
て
左
上
に
合
掌
す
る
天
女
が
、
侍
女
を
従
え
て
来
臨
す
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
二
人
の
侍
女
の
う
ち
左

の
侍
女
が
手
に
持
つ
供
物
も
、
朱
色
の
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
。

三
〇	

東
福
寺
本「
五
百
羅
漢
図
」を
制
作
す
る
に
際
し
、
建
長
寺
に
あ
っ
た
顔
輝
の
筆
と
さ
れ
る「
請
来
五
百
羅
漢
図
」を
明
兆
が
参
照
し
た
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
の「
請
来
五
百
羅
漢
図
」は
、
当
時
建
長
寺
な
い
し
寿
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
現
存
す
る
大
徳
寺
本「
五
百
羅
漢
図
」に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
で
は
、
明
兆
本「
五
百
羅
漢
図
」以
前
に
五
百
羅
漢
図
が
製
作
さ
れ
て
い
た
が
、
明
兆
が
鎌
倉
を
訪
れ
た
際
に
直

接
参
照
し
た
の
は
大
徳
寺
本
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
真
作「
明
兆
筆
五
百
羅
漢
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
石
川
登
志
雄
編『
重
要
文
化
財 

東
福
寺

五
百
羅
漢
図［
修
理
と
研
究
］』所
収
、
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
）二
〇
三
～
二
〇
五
頁
を
参
照
。
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三
一	

東
福
寺
本「
五
百
羅
漢
図
」の
各
画
幅
の
番
号
は
注
三
〇
所
掲
書
に
よ
る
。

三
二	
こ
の
十
六
幅
は
、同
じ
円
覚
寺
伝
来
、元
時
代
の
製
作
と
さ
れ
る
、伝
張
思
恭
筆「
五
百
羅
漢
図
」（
計
三
三
幅
）の
欠
幅
の
補
作
と
さ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
編『
開
館
四
十
周
年
記
念
特
別
展 

宋
元
仏
画
』（
同
、
二
〇
〇
七
年
）一
七
五
頁
を
参
照
。

三
三	

括
弧
内
の
画
幅
番
号
は
、
注
三
二
所
掲
書
に
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
作
の
構
図
は「
大
徳
寺
本
羅
漢
会
」と
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
黒

色
の
盆
を
持
つ
人
物
の
隣
に
描
か
れ
る
の
は
一
人
の
み
で
あ
り
、
か
つ
黒
色
の
盆
か
ら
白
色
の
茶
碗
を
持
と
う
と
し
て
い
る
。

三
四	

円
覚
寺
伝
明
兆
本
で
は
な
い
が
、
大
徳
寺
伝
来「
五
百
羅
漢
図
」と
実
際
の
僧
院
生
活
に
つ
い
て
考
察
す
る
先
行
研
究
に
は
、
注
二
七
所
掲
西
谷

論
文
、
米
沢
玲「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
に
つ
い
て
―
僧
院
生
活
の
描
写
と『
禅
苑
清
規
』
―
」（『
仏
教
芸
術
』創
刊
号
、
二
〇
一
八
年
）な
ど

が
あ
り
、
参
考
と
な
る
。
な
お
米
沢
氏
は
、
大
徳
寺
本「
展
鉢
」は
清
規
に
定
め
ら
れ
た
鉢
の
展
開
法
と
一
致
し
て
い
な
い
も
の
の
、
東
福
寺
本

と
円
覚
寺
本
の
類
似
す
る
画
幅
は『
禅
苑
清
規
』の
規
定
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
米
沢
論
文
七
六
頁
を
参
照
。

三
五	

日
本
に
お
け
る
羅
漢
信
仰
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
法
子
「
伝
奝
然
将
来
十
六
羅
漢
図
考
」（『
鈴
木
敬
先
生
還
暦
記
念 

中
国
絵
画
史
論
集
』

所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）第
三
章
を
参
照
。

三
六	

原
文
は
増
補「
史
料
大
成
」刊
行
会
編『
増
補 

史
料
大
成
』所
収『
小
右
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）に
よ
る
。

三
七	

齊
藤
圓
眞『
参
天
台
五
臺
山
記 

Ⅰ
』（
改
訂
版
。
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
〇
年
）一
四
七
頁
注
六
四
を
参
照
。

三
八	

た
と
え
ば
鳩
摩
羅
什（
三
四
四
～
四
一
三
。
ま
た
は
三
五
〇
～
四
〇
九
）訳『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
正
蔵
』巻
八
所
収
）巻
二
六「
如
化
品
第

八
十
七
」に「
…
…
賢
聖
人
、
所
謂
須
陀 

・
斯
陀
含
・
阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
・
菩
薩
摩
訶
薩
・
諸
仏（
賢
聖
人
と
は
、
須
陀 

・
斯
陀
含
・

阿
那
含
・
阿
羅
漢
・
辟
支
仏
・
菩
薩
摩
訶
薩
・
諸
仏
で
あ
る
）」（
四
一
五
下
）と
あ
り
、
羅
漢
は「
賢
聖
人
」に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

三
九	

李
玉
珉「〈
梵
像
巻
〉作
者
与
年
代
考
」（『
故
宮
学
術
季
刊
』第
二
十
三
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
五
年
）三
五
〇
～
三
五
四
頁
を
参
照
。

四
〇	

李
霖
燦『
南
詔
大
理
国
新
資
料
的
総
合
研
究
』（
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）二
一
～
三
七
頁
を
参
照
。

四
一	

『
参
天
台
五
臺
山
記
』延
久
五
年
三
月
九
日
条
に
も
、
北
宋
宮
中
の
瑶
津
亭
で
は
十
六
羅
漢
像
と
十
大
明
王
像
な
ど
の
密
教
像
が
並
置
さ
れ
て
い

る
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
羅
漢
と
密
教
尊
格
の
並
置
が
確
認
で
き
る
。

四
二	

李
玉
珉（
都
甲
さ
や
か
訳
）「
大
理
国
張
勝
温「
梵
像
図
巻
」羅
漢
図
の
研
究
」（
注
二
所
掲
書
所
収
）四
三
九
～
四
四
八
頁
を
参
照
。

四
三	

注
三
五
所
掲
宮
崎
論
文
一
六
〇
～
一
六
五
頁
を
参
照
。

四
四	

注
二
八
所
掲
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ブ
ル
ー
ム
氏
論
文
、
四
〇
頁
を
参
照
。
ま
た
吉
岡
義
豊
氏
は「
蘇
軾（
東
波
居
士
）の
水
陸
法
像
賛
に
よ
る
と
、
蜀
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地
に
は
水
陸
法
の
古
儀
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
言
っ
て
あ
る
。…
…
と
に
か
く
蜀
に
は
唐
代
密
教
の
伝
統
が
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
同
氏「
密
教
施
餓
鬼
法
儀
軌
の
中
国
社
会
伝
流
」（『
智
山
学
報
』第
五
号
、
一
九
五
六
年
）六
二
頁
。

四
五	
な
お
茶
だ
け
で
は
な
く
、『
兵
範
記
』に
記
さ
れ
る「
菓
子
」も
密
教
星
供
に
多
用
さ
れ
る
供
物
で
あ
る
。
拙
稿「
隋
唐
期
道
教
祭
醮
と
密
教
星
供

の
供
物
」（『
年
報
』第
四
二
号
、
二
〇
二
三
年
）一
六
～
一
八
頁
を
参
照
。

四
六	

注
一
所
掲
劉
論
文（
二
〇
一
五
年
）七
三
三
～
七
三
四
頁
を
参
照
。

四
七	

蕭
登
福『
道
教
術
儀
与
密
教
典
籍
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
四
年
）三
五
六
～
三
五
七
頁
を
参
照
。

四
八	

三
崎
良
周「
成
尋
阿
闍
梨
と
北
宋
の
密
教
」（
同
氏『
密
教
と
神
祇
思
想
』所
収
、
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）六
五
頁
。

四
九	

注
三
五
所
掲
宮
崎
論
文
、
一
五
九
頁
。

五
〇	

こ
の
背
景
に
は
、
羅
漢
信
仰
と
密
教
星
供
は
と
も
に
現
世
利
益
を
祈
る
こ
と
、
ま
た
両
者
の
供
養
対
象
、
す
な
わ
ち
羅
漢
と
星
宿
神
が
類
似
す

る
特
徴
を
持
つ
こ
と
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
注
一
所
掲
劉
論
文
（
二
〇
一
五
年
）
七
一
八
～
七
二
二
頁
、
注
三
五
所
掲
宮
崎
論
文

一
五
九
頁
を
、
後
者
は
拙
稿「
仙
人
と
茶
―
中
国
か
ら
日
本
へ
―
」（『
年
報
』第
四
〇
号
、
二
〇
二
一
年
）二
二
六
～
二
二
八
頁
を
参
照
。
ま
た
、

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
密
教
の
星
宿
の
信
仰
と
羅
漢
信
仰
の
儀
礼
面
に
関
わ
る
喫
茶
文
化
も
、
煎
茶
法
か
ら
点
茶
法
に
切
り
替
わ
っ
て
い
く
段

階
に
あ
っ
た
。
二
つ
の
信
仰
が
継
承
的
関
係
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
喫
茶
法
の
変
化
と
い
う
世
俗
文
化
の
動
き
も
信
仰
の
あ
り

か
た
に
関
わ
っ
て
い
く
の
は
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

付
記本

研
究
は
、JSPS

科
研
費JP23K

12015

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
大
徳
寺
・
東
福
寺
・

円
覚
寺
・
奈
良
国
立
博
物
館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
皆
様
に
、
写
真
の
掲
載
な
ど
に
お
い
て
多
大
な
る
ご

協
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
）




